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もえ基金」は歌手の沢知恵さんが2001年か
ら続けているハンセン病療養所・大島青松園「と

のコンサート経費を支えるサポート基金です。BGX
では2021年（第10号）から会報のデザインをお手伝
いしています。会報にはコンサートの報告と基金の収
支報告のほかに、沢さんと大島青松園の「あゆみ」
や、ハンセン病Q&Aも載っています。特にQ&Aのペ
ージは、多くの方に読んでほしいと思うページです。
昨年からは支援者に送られる缶バッジもデザインして
いて、去年はオレンジとグリーンのストライプ柄、今
年はブルーとイエローのチェック柄です。絵はイラス
トレーターの吉田しんこさん。模様や色の組み合わせ
を楽しみながら作っています。（赤波江）

12号の本文

上＝11号表紙（2022年発行）
下＝10号表紙（2021年発行）

賛同者へ送られる缶バッジ

し感染状況が落ち着いた時期に、島の外のお
客さんは入れない条件で、コンサートをする少

おゆるしを得ました。当日は雨の中、予想をはるか
に上回る多くの入所者、職員のみなさんが大島会館
に集まってくださいました。うれしかったけれど、
私は人生で一番といえるほど緊張しました。これま
では島の外から来るお客さんを入所者のみなさんと
いっしょに迎える立場にあったのが、初めて入所者
のみなさんと向かい合うことになり、そこに大きな
「隔て」を感じたのです。目に見えない「隔て」は
ずっとあったはず。コロナのおかげでそれに気づく
ことができました。（12号本文より抜粋）
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ラ・カ
ー
ニャ
春・夏
　
チ
ラ
シ

り
ゅ
う
り
ぇ
ん
れ
ん
の
物
語
　
チ
ラ
シ

右＝夏公演
左＝春公演

「りゅうりぇんれんの物語」裏面左から順に、2021年7月大阪公演
2022年2月長島愛生園、2022年5月長島愛生園

北沢のライブハウス、ラ・カーニャの季節
ごと年4回の公演のチラシをデザインして下

います。2023年の春と夏のチラシです。季節を
考えてレイアウトと色を変えています。（赤波江）

木のり子の詩「りゅうりぇ
んれんの物語」（『鎮魂歌』茨

1965年）を沢知恵さんがピアノで
弾き語りするコンサートのチラシ
です。これまでに5回の公演のチ
ラシをデザインしました。毎回少
しずつレイアウトを変えていま
す。絵は版画家の奥勝實さん。沢
さんの同名のCDジャケットと同
じ絵を使っています。（赤波江）

左は2023年7月岡山公演
下は2022年11月神戸大学
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は嬉しい話。
『日の出食堂の青春』は、『じゃりン子チエ』の作者の隠れた名作。『じ
ゃりン子チエ』連載開始とほぼ同時期に連載。古い商店街を主な舞台に、
就職も家業の手伝いもせず怠惰な日々を送る四人のボンクラ少年と、彼
らの憧れのマドンナ、マドンナが恋する元不良のイケメン少年がからみ、
青春の終わりを描いている。
はるき悦巳に対するボクのイメージは照れ屋というもの。『じゃりン
子チエ』というと下町人情喜劇のイメージが強いかもしれないが、ベタ
ついた人情ものとはまったく異質のクールさがある。『日の出食堂の青
春』では照れ屋の作者がよりシリアスで情感のこもるシーンを描いてい
る。初読時、登場人物たちが何かを失う描写の切なさに完全にやられて
しまったが、何度読み返しても名作と思う。

ゃりン子チエ』の文庫版がよく売れているらしい。小学生の頃
からの本作のファンとしては、新たに若い読者がついていると『じ

はるき悦巳
『 日の出食堂の青春』

 双葉社／1989年
初版はカスタムコミックス
（日本文芸社）1981年

下
の
両
側
に
歌
が
あ
る
の
は
手

強
い
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
そ
の
下

の
広
め
の
マ
ー
ジ
ン
が
機
能
し
、

押
し
付
け
が
ま
し
さ
を
抑
え
て

い
る
。

さ
て
、
目
次
。
各
掲
出
歌
の

下
に
小
さ
く
括
弧
で
括
っ
た
聯

の
題
。
間
隔
を
あ
け
て
ノ
ン
ブ

ル
。
具
合
の
よ
い
ア
キ
。
そ
れ

ら
は
サ
ン
セ
リ
フ
（
フ
ー
ツ

ラ
）
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
小
さ

く
ロ
ー
マ
ン
体
（
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
系
）
の
数
字
が
中
黒
を
挟
ん

で
つ
く
の
は
、
本
文
の
他
の
頁

に
当
該
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る

箇
所
を
示
す
。
こ
の
目
次
は
達

人
の
技わ

ざ

。
こ
れ
が
後
付
け
の
周

到
さ
に
至
る
。

巻
末
に
目
次
と
共
通
す
る
形

で
、《
百
首
以
外
の
収
録
歌
一

覧

―
全
首
引
用
の
み
》。
収

録
歌
は
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
目

次
よ
り
小
さ
く
、
そ
の
頁
番
号

秀
歌
』
の
続
き
。
図
版
を
大
き
め

に
し
て
説
明
は
短
く
。
紹
介
す
る

『
茂
吉

の
は
前
の
目
次
と
巻
末
。
こ
の
本
の
目
次
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
掲
出
歌
だ
か
ら
、
柱
は

長
い
字
数
に
な
る
の
は
必
然
。
見
開
き
頁
の

原
寸
ノ
ン
ブ
ル
／
目
次
（
上
）
収
録
歌
一
覧
（
下
）

日
下
潤
一

『
茂
吉
秀
歌

『
赤
光
』
百
首
』

 

（
文
藝
春
秋
刊
）

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
本
の
デ
ザ
イ
ン

14

そ
の
2

は
縦
組
み
で
ロ
ー
マ
ン
数
字
を
ガ
ラ
モ
ン
ド
系
に
変

え
て
い
る
。
字
間
を
あ
け
る
の
は
、
頁
下
の
ノ
ン
ブ

ル
が
同
じ
書
体
な
の
で
差
を
つ
け
る
。
巧
妙
な
工
夫

だ
。
本
文
と
こ
れ
ら
頁
の
意
匠
は
、
著
者
塚
本
邦
雄

に
組
版
が
出
し
た
答
と
思
う
。

もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。関西のタウン情報誌
「プレイガイドジャーナル」の表紙、野外コンサート「春一番」
ポスター、『荷風と東京「断腸亭日乗」私註』（川本三郎 著）、絵
本『おとうさんのうまれた うみべのまちへ』など。

エイミー・ワインハウス 1983-2011

あ
椅子に座っている写真のジャケットが気
になってCDを借りました。「エイミー・
ワインハウス／バック・トゥ・ブラッ
ク」と書いてあった。エイミー・ワイン
ハウスのことは全く知りませんでした。
聴いてみるとちょっと懐かしいR&Bみ
たいやしジャズっぽいのやレゲエみたい
なのもある、どれもなんか新しい感じが
してすごいカッコよかった。調べてみる
と23歳のイギリスの女の子でした。し
かしこの時すでにアルコールとドラッグ
が原因で27歳で亡くなっていると知っ
てびっくりしました。

る時、図書館のCD棚に立てかけ
てあった、髪の毛の長い女の子が

森英二郎
思い出のクリフォード
7

London Books
616-8366 京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。

日日読書
大西良貴

19
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い
た
「
べ
平
連
」
に
駆
け
込
ん
だ
の
だ
が
、
佐
藤
忠

男
は
、
旅
行
者
が
ア
メ
リ
カ
の
「
一
宿
一
飯
」
の
論

理
に
か
ら
め
と
ら
れ
た
姿
と
見
た
。 

当
時
話
題
と
な
っ
た
江
藤
淳
『
漱
石
と
そ
の
時

代
』
は
明
治
・
大
正
の
知
識
人
の
精
神
史
だ
が
、
デ

ビ
ュ
ー
論
文
が
「
任
侠
に
つ
い
て
」（「
思
想
の
科
学
」

一
九
五
五
年
）
で
あ
っ
た
佐
藤
忠
男
は
、
日
本
人
の
精

神
に
近
代
主
義
よ
り
深
く
根
づ
い
た
「
一
宿
一
飯
」

「
義
理
人
情
」
の
よ
う
な
思
想
を
、
大
衆
の
精
神
史

と
し
て
書
こ
う
と
試
み
た
。
執
筆
の
助
け
と
な
っ
た

の
は
一
九
七
二
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
長
谷
川
伸
全

集
』
全
十
六
巻
（
朝
日
新
聞
社
）
で
あ
っ
た
。 

せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図鑑』シリーズ（岩波書店）。

助
っ
人
だ
。
白
刃
の
下
を
く
ぐ
っ
て
得
た
金
を
持
っ

て
時
次
郎
は
急
ぐ
が
、
遅
か
っ
た
。
時
次
郎
は
残
さ

れ
た
子
ど
も
を
連
れ
て
自
分
の
在
所
の
沓
掛
（
現
在

の
中
軽
井
沢
）
へ
向
か
う
。 

長
谷
川
伸
が
『
沓
掛
時
次
郎
』
の
舞
台
脚
本
を
書

い
た
の
は
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）、
四
十
五
歳
の
と

き
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
八
回
映
画
化
さ
れ
、
初
回

は
二
九
年
で
辻
吉
朗
監
督
、
主
演
大
河
内
伝
次
郎
、

ヒ
ロ
イ
ン
酒
井
米
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
佳
作
だ
が
、

も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
八
回
目
、
最
後
の
映

画
化
『
遊
侠
一
匹　

沓
掛
時
次
郎
』（
加
藤
泰
監
督
、

一
九
六
六
年
）
だ
と
佐
藤
忠
男
は
い
う
。
六
〇
年
か
ら

五
年
間
、
内
田
吐
夢
監
督
の
『
宮
本
武
蔵
』
五
部
作

を
終
え
、
萬
屋
錦
之
介
と
改
名
す
る
前
の
中
村
錦
之

助
の
最
高
作
だ
と
い
う
。 

佐
藤
忠
男
は
七
一
年
春
、
三
十
九
歳
で
『
長
谷
川

伸
論
』
に
着
手
し
た
。
七
三
年
六
月
か
ら
一
年
間

「
中
央
公
論
」
に
連
載
、
さ
ら
に
三
章
を
加
筆
し
て

七
五
年
二
月
に
刊
行
し
た
。 

執
筆
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中

の
日
本
人
青
年
が
徴
兵
さ
れ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
線
に
送

ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
青
年
は
戦
地
の
休
暇
に
日

本
へ
戻
り
、
当
時
ア
メ
リ
カ
軍
脱
走
兵
を
救
援
し
て

沓く
つ

掛か
け

の
時
次
郎
が
い
う
。 

「
あ
っ
し
は
旅
に
ん

0

0

で
ご
ざ
ん
す
。
一

宿
一
飯
の
恩
が
あ
る
の
で
、
怨
み
つ
ら
み
も
ね
え
お

前
さ
ん
に
敵
対
す
る
、
信
州
沓く

つ

掛か
け

の
時
次
郎
と
い
う

下
ら
ね
え
者
で
ご
ざ
ん
す
」 

挨
拶
を
受
け
た
六む

ツ
田だ

の
三
蔵
が
返
す
。 

「
左
様
で
ご
ざ
ん
す
か
。
手
前
も
し
が
な
い
者
で
ご

ざ
ん
す
。
ご
叮
嚀
な
お
言
葉
で
、
お
心
の
う
ち
は
大

抵
み
と
り
ま
す
る
で
ご
ざ
ん
す
」 

長
谷
川
伸
の
戯
曲
『
沓
掛
時
次
郎
』
の
一
節
だ
。 

旅
の
渡
世
人
は
、
土
地
土
地
の
親
分
に
「
仁
義
」

を
切
っ
て
宿
と
飯
の
恩
に
あ
ず
か
る
。
何
も
な
け
れ

ば
ワ
ラ
ジ
銭
を
も
ら
っ
て
発
て
ば
よ
い
。
し
か
し
、

事
あ
る
と
き
に
頼
み
ご
と
を
さ
れ
れ
ば
、
喧
嘩
の
助

っ
人
で
も
殺
し
で
も
断
わ
れ
な
い
。 

時
次
郎
の
そ
ん
な
事
情
を
三
蔵
も
知
っ
て
い
る
。

「
仁
義
」（
挨
拶
）
を
か
わ
し
た
あ
と
二
人
は
白
刃
を

ふ
る
っ
て
争
い
、
三
蔵
が
斬
ら
れ
る
。 

三
蔵
は
今
わ
の
き
わ
に
、
女
房
と
子
供
を
在
所
の

中
山
道
熊
谷
宿
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
な
い
か
、

と
時
次
郎
に
頼
む
。
時
次
郎
は
旅
す
る
う
ち
、
美
貌

で
病
身
の
女
房
に
ひ
そ
か
に
愛
着
す
る
よ
う
に
な
る

が
、
そ
ん
な
自
分
を
恥
じ
る
。
女
房
は
女
房
で
、
時

次
郎
の
負
担
と
な
る
こ
と
を
つ
ら
く
思
い
、
子
供
と

一
緒
に
身
を
隠
す
。 

そ
れ
か
ら
半
年
、
高
崎
宿
の
木
賃
宿
に
い
た
時
次

郎
は
、
門
付
け
の
三
味
線
の
音
色
で
そ
れ
と
知
り
、

彼
女
と
再
会
す
る
。
し
か
し
病
は
す
で
に
篤
い
。

旅
の
ヤ
ク
ザ
が
高
い
薬
代
を
得
る
手
段
は
喧
嘩
の

高
井
戸
の
隣
駅
、
明
大
前
に
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
槐
多
」
と

い
う
店
が
あ
っ
た
。
夭
折
の
天
才
画
家
、
村
山
槐
多
の
名

下を冠す
る
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
窪
島
誠
一
郎
氏
。
長
野
の
「
無
言

館
」（
戦
没
画
学
生
の
絵
を
所
蔵
）
の
設
立
者
で
も
あ
る
。
窪
島
氏

の
父
は
水
上
勉
。
東
京
大
空
襲
で
生
き
別
れ
に
な
り
再
会
し
た
の

は
34
年
後
。
こ
の
こ
と
と
映
画
は
関
係
な
い
。

水
上
勉
は
幼
少
か
ら
禅
寺
に
奉
公
し
、
精
進
料
理
を
身
に
付
け

た
。
こ
の
こ
と
と
映
画
は
す
ご
く
関
係
が
あ
る
。

下
高
井
シ
ネ
マ
は
1
0
0
名
近
い
高
齢
者
で
混
雑
し
て
い
た
。

信
州
の
古
民
家
で
一
人
暮
ら
す
作
家
ツ
ト
ム
（
沢
田
研
二
）
は
畑

を
耕
し
山
菜
や
き
の
こ
を
採
る
。
生
活
の
全
て
が
生
き
る
こ
と
に

直
結
し
余
計
な
こ
と
は
考
え
な
く
て
い
い
…
…
高
齢
者
は
憧
れ
て

も
安
易
に
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い
。
憧
れ
は
土
井
善
晴
監
修
の

料
理
と
信
州
の
景
色
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。
か
つ
て
の
日
本
人
の

生
活
は
、
今
や
田
舎
暮
ら
し
の
プ
ロ
に
し
か
出
来
な
い
。
水
上
勉

の
禅
寺
修
行
が
も
の
を
言
う
エ
ッ
セ
イ
の
映
画
化
。

禅
寺
の
娘
（
檀
ふ
み
）
が
届
け
て
く
れ
た
亡
き
住
職
の
漬
け
た

60
年
も
の
の
梅
干
し
の
味
に
ジ
ュ
リ
ー
は
泣
く
。
恋
人
で
担
当
編

集
者
（
松
た
か
子
）
の
豹
変
ぶ
り
は
薄
っ
ぺ
ら
く
な
い
か
？

上
映
後
、
席
を
立
っ
た
が
、
右
（
老
婦
人
二
人
）、
左
（
老
夫

婦
）
が
立
た
な
い
。
右
は
話
に
夢
中
。
左
は
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら

な
い
の
か
。
完
全
に
明
る
く
な
っ
た
映
画
館
で
し
ば
し
立
ち
尽
く

し
、
田
舎
に
越
し
た
ら
囲
炉
裏
が
欲
し
い
な
と
思
う
私
で
あ
っ
た
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44回
講談社出版文化賞、第53回高橋五山賞。著書に『画家の肖像』『となり
の一休さん』などがある。テレビアニメに「オトナの一休さん」。最新
刊は南伸坊さんとの対談本『いい絵だな』。

22

イラストレーション………南伸坊

「
義
理
人
情
」と
い
う
思
想

関
川
夏
央

十
四

昭
和
残
照
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「
赤
蜻
蛉
」
の
三
章
か
ら
な
る
随
筆
だ
が
、
そ
の
う

ち
の
「
蛙
」
に
、
今
回
の
主
人
公
で
あ
る
谷
活
東
が

登
場
す
る
。

―〈
故こ

人じ
ん

谷た
に

活く
わ
つ

東と
う

は
、
紅こ

う

葉え
ふ

先せ
ん

生せ
い

の

晩ば
ん

年ね
ん

の
準じ

ゆ
ん

門も
ん

葉え
ふ

で
、
肺は

い

病び
や
う

で
胸む

ね

を
疼い

た

み
つ
ゝ
、

洒し
や

々〳
〵

落ら
く

々〳
〵

と
し
た
江え

戸ど

ツ
児こ

で
あ
つ
た
。（
か
つ
ぎ

ゆ
く
三さ

味み

線せ
ん

箱ば
こ

や
時ほ

と
ゝ
ぎ
す鳥）

と
言い

ふ
句く

を
仲な

か

の
町ち

や
うで

血ち

と
と
も
に
吐は

い
た
。〉

鏡
花
に
よ
れ
ば
、
柳
橋
の
お
玉
と
い
う
芸
者
に
岡

惚
れ
し
た
活
東
は
、
番
傘
を
回
し
な
が
ら
あ
ち
こ
ち

蛙
を
聞
い
て
歩
い
た
。
そ
れ
は
〈
ど
の
蛙
も
、
コ
タ

マ
！　

オ
タ
マ
！　

と
鳴
く
〉
か
ら
な
の
だ
っ
た
。

森
銑
三
が
伝
え
る
話
は
少
し
違
っ
て
お
り
、
雨
の
日

に
お
玉
の
と
こ
ろ
で
借
り
た
番
傘
を
さ
し
て
歩
い
て

い
た
と
こ
ろ
師
の
紅
葉
と
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
て
し

ま
い
、
傘
の
字
を
見
ら
れ
ま
い
と
し
て
、
絶
え
ず
く

る
く
る
回
し
な
が
ら
受
け
答
え
を
し
た
の
だ
と
い
う

（『
明
治
人
物
夜
話
』）。

活
東
の
句
は
『
俳
諧
新
潮
』
に
五
十
五
句
が
採
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
編
者
尾
崎
紅
葉
の
百
三
十
一
句
、

の
「
番ば

ん

茶ち
ゃ

話ば
な
し

」（
大
正
十
一
年
／

一
九
二
二
）
は
、「
蛙
」「
玉
虫
」

泉
鏡
花

星
野
麦ば

く

人じ
ん

百
二
十
四
句
、
篠
崎
霞か

山ざ
ん

九
十
二
句
に
次

ぐ
数
字
で
、
巌
谷
小
波
の
五
十
一
句
よ
り
多
い
。

残
暑
今
日
魚
切
に
付
休
み
か
な

八
朔
の
猫
ま
で
白
き
揚
屋
か
な

夕
霜
の
星
に
別
れ
て
降
り
け
り

味
噌
漉
に
世
は
霜
枯
の
豆
腐
哉

一
句
目
は
、
ザ
ン
シ
ョ
キ
ョ
ウ
・
ウ
オ
ギ
レ
ニ
ツ

キ
・
ヤ
ス
ミ
カ
ナ
。
魚
不
足
で
休
店
し
た
と
い
う
の

だ
か
ら
、
た
と
え
ば
鮓
屋
な
ど
か
。
着
眼
が
珍
し
い
。

二
句
目
の
八は

っ

朔さ
く

は
旧
暦
八
月
一
日
の
こ
と
。
幕
府
の

式
日
と
さ
れ
、
大
名
・
旗
本
が
白し

ろ

帷か
た
び
ら子

に
長
袴
で
登

城
し
、
将
軍
に
挨
拶
し
た
。
吉
原
で
も
こ
の
日
、
遊

女
た
ち
が
白
小
袖
で
客
を
迎
え
た
と
こ
ろ
か
ら
の

〈
猫
ま
で
白
き
〉
だ
。
先
の
引
用
文
中
に
あ
っ
た
三

味
線
箱
の
句
も
そ
う
だ
が
、
狭
斜
の
巷
を
詠
ん
で
堂

に
入
っ
て
い
る
の
は
、
さ
す
が
芸
者
と
の
艶
聞
で
聞

こ
え
た
作
者
で
は
あ
る
。
夕
霜
・
味
噌
漉
の
句
も
感

覚
的
な
冴
え
を
見
せ
る
。
し
か
し
、
活
東
の
絶
唱
と

い
う
べ
き
は
、
紅
葉
の
没
後
、
彼
自
身
が
二
十
八
歳

で
死
ん
で
し
ま
う
八
ヶ
月
前
の
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
）
五
月
、「
卯
杖
」
に
出
し
た
三
句
だ
ろ
う
。

海
棠
と
山
吹
と
散
る
嵐
哉

燕
に
病
苦
の
顔
を
覗
か
れ
ぬ

夕
死
な
む
朝
菖
蒲
湯
に
入
り
て

一
、
二
句
目
は
、
一
見
、
無
造
作
な
作
り
の
よ
う

で
い
て
詩
品
は
高
い
。
三
句
目
は
、
ユ
ウ
ベ
シ
ナ
ン

ア
シ
タ
・
シ
ョ
ウ
ブ
ユ
ニ
イ
リ
テ
で
、
破
調
な
が
ら

十
七
音
に
な
っ
て
い
る
。
言
葉
自
体
は
も
ち
ろ
ん
、

『
論
語
』
の
〈
朝あ

し
たに

道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と

も
可
な
り
〉
を
踏
ま
え
る
が
、
込
め
ら
れ
た
思
い
と

し
て
は
む
し
ろ
蓮
如
「
白は

っ

骨こ
つ

の
御ご

文ぶ
ん

章し
ょ
う
」
の
〈
朝

に
は
紅
顔
あ
り
て
、
夕
べ
に
は
白
骨
と
な
れ
る
身
な

り
〉
の
方
が
近
か
ろ
う
。
も
と
も
と
生
活
力
に
欠
け

る
（
洒
々
落
々
！
）
上
に
肺
患
で
伏
し
て
い
た
こ
の
時

期
、
活
東
は
江
見
水
蔭
ら
仲
間
た
ち
の
カ
ン
パ
で
辛

う
じ
て
露
命
を
つ
な
ぐ
程
に
窮
迫
し
て
い
た
。
そ
の

日
の
夕
方
に
こ
そ
死
な
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
実
際
、

こ
れ
が
生
涯
最
後
の
菖
蒲
湯
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

映
画
に
淫
し
て
い
た
頃
、
大
学

を
辞
め
て
若
松
プ
ロ
へ
行
こ
う

ピ
ン
ク

と
決
め
た
。
上
京
し
て
、「
来
い
」
と
言
わ
れ
た
ら

直
ぐ
行
け
る
よ
う
に
、
若
松
プ
ロ
の
あ
る
原
宿
セ
ン

ト
ラ
ル
ア
パ
ー
ト
近
く
の
公
衆
電
話
か
ら
電
話
し
た
。

い
き
な
り
若
松
孝
二
が
出
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
ド
キ

ド
キ
し
た
。
女
性
が
出
て
、「
若
松
は
只
今
カ
ン
ヌ

へ
行
っ
て
お
り
ま
す
」
と
言
っ
た
。
若
松
さ
ん
は
大

島
渚
『
愛
の
コ
リ
ー
ダ
』
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、

渡
仏
し
て
い
た
。
そ
れ
で
す
ご
す
ご
大
阪
へ
帰
っ
た
。

後
年
若
松
さ
ん
と
知
り
合
い
そ
の
話
を
し
た
せ
い
か
、

と
て
も
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
。

セ
ン
ト
ラ
ル
ア
パ
ー
ト
に
は
最
近
亡
く
な
っ
た
矢

崎
泰
久
の
「
話
の
特
集
」
の
編
集
部
も
あ
っ
た
。
和

田
誠
が
手
弁
当
で
尽
力
し
た
の
は
有
名
だ
が
、
僕
は

毎
号
熱
心
に
読
ん
で
い
た
。
必
ず
居
酒
屋
「
北
の
家

族
」
の
広
告
が
出
て
い
て
、
あ
れ
で
ホ
ッ
ケ
を
知
っ

た
。
矢
崎
+
和
田
好
み
の
癖
あ
る
執
筆
陣
が
魅
力
的

で
、
色
川
武
大
『
怪
し
い
来
客
簿
』
も
連
載
し
て
い

た
。古

本
屋
で
久
保
田
二
郎
『
手
の
う
ち
は
い
つ
も
フ

ル
ハ
ウ
ス
』
を
見
つ
け
て
、
既
読
だ
っ
た
が
思
わ
ず

買
っ
た
。
久
保
田
も
常
連
執
筆
者
だ
。
七
十
年
代
後

半
の
時
評
エ
ッ
セ
イ
だ
が
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。
そ

れ
は
時
代
の
差
異
で
な
く
筆
鋒
の
鋭
さ
、
あ
の
頃
の

書
き
手
共
通
の
自
由
さ
が
心
地
い
い
。

二
郎
さ
ん
は
大
の
巨
人
嫌
い
、
阪
神
び
い
き
。
良

い
ぞ
！　

当
然
高
校
野
球
は
大
ッ
嫌
い
。
ジ
ャ
ズ
評

論
家
で
「
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
編
集
長
だ
っ

た
か
ら
当
然
流
行
歌
嫌
い
、
演
歌
嫌
い
。
美
空
ひ
ば

り
は
大
ッ
嫌
い
！　

ゴ
ー
ル
デ
ン
街
で
威
張
っ
て
る

「
安
達
ヶ
原
の
鬼
婆
み
た
い
な
」『
ま
え
だ
』
の
マ
マ

も
、
そ
こ
で
嬉
し
そ
う
に
飲
ん
で
る
客
も
嫌
い
！

「
胸
に
イ
チ
モ
ツ
手
に
荷
物
」
で
逃
げ
回
っ
た
阿
部

の
お
定
（
こ
う
呼
ぶ
の
が
し
っ
く
り
来
る
と
か
）
と

出
所
後
働
く
飲
み
屋
で
会
っ
た
話
、
カ
ラ
ヤ
ン
が
取

材
の
女
性
記
者
の
前
で
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
の
間
か
ら

巨
根
を
見
せ
び
ら
か
し
た
と
か
、
キ
ン
グ
コ
ン
グ
や

お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ
（
英
語
で
「
プ
レ
イ
ン
グ
・
ド

ク
タ
ー
」
と
言
う
そ
う
な
）
を
巡
る
話
な
ど
多
彩
だ
。

ど
れ
も
歯
に
衣
着
せ
ぬ
筆
致
で
痛
快
無
比
、
今
時
決

し
て
お
目
に
か
か
れ
な
い
エ
ッ
セ
イ
だ
。

「
ぼ
く
の
写
真
が
ぼ
く
だ
」
と
訳
の
分
か
ら
ん
事
を

言
う
土
門
拳
に
突
っ
か
か
り
、
そ
し
て
写
真
家
と
飲

ん
で
も
「
一
晩
ゆ
か
い
に
会
話
し
た
と
い
う
経
験
は

つ
い
ぞ
な
い
。」
と
書
く
。
さ
ら
に
す
ご
い
の
は
知

り
合
い
の
浅
井
慎
平
た
ち
に
、

「
写
真
て
、
商
売
に
し
て
る
と
、
馬
鹿
に
な
っ
ち
ゃ

う
の
か
ね
ー
」

「
そ
れ
と
も
、
最
初
か
ら
、
馬
鹿
な
や
つ
が
写
真
家

に
な
る
の
か
ね
ー
」

な
ん
て
質
問
す
る
。
相
手
は
唸
る
ば
か
り
。
す
ご

い
で
し
ょ
、
二
郎
さ
ん
て
。

芸
能
界
の
マ
リ
ワ
ナ
（「
マ
リ
フ
ァ
ナ
」
と
校
正

す
る
な
と
編
集
子
に
言
う
）
騒
ぎ
に
ふ
れ
て
、「
二

十
五
年
以
上
」「
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
二
杯
く
ら
い
ゆ

う
に
吸
っ
て
い
る
」
と
言
う
二
郎
さ
ん
は
怒
る
。
マ

リ
ワ
ナ
吸
っ
て
「
音
が
と
て
も
よ
く
聴
こ
え
る
か

ら
」
と
言
っ
た
「
井
上
イ
ン
水
だ
と
か
内
田
な
ん
と

か
」
に
、
ギ
タ
ー
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
も
ま
と
も
に
出

来
て
い
な
い
く
せ
に
何
を
ホ
ザ
く
か
！　

井
上
は
マ

リ
ワ
ナ
五
本
十
万
円
で
買
っ
た
と
知
り
、
俺
は
金
を

出
し
て
マ
リ
ワ
ナ
を
買
っ
た
こ
と
が
な
い
と
呆
れ
る
。

い
や
は
や
二
郎
節
炸
裂
、
笑
い
転
げ
な
が
ら
読
み

終
え
た
の
で
し
た
。

読
み
な
が
ら
チ
ラ
チ
ラ
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
何
を

隠
そ
う
、
日
々
大
学
の
授
業
で
接
す
る
学
生
諸
君
の

顔
だ
。
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
い

っ
ぺ
ん
も
愉
快
な
事
が
な
い
と
い
う
面
だ
。
真
面
目

で
遵
法
精
神
の
塊
で
、
危
険
な
事
に
一
切
近
付
か
な

い
。
自
分
の
極
狭
の
場
所
か
ら
一
歩
も
出
な
い
。

二
郎
さ
ん
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
言
っ
て
や
り
ま
す

か
？　

心
底
教
え
て
ほ
し
い
。

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
帝国』『TATTOO〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる
帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」シリーズ、「返還交渉人」など。

快
人
！
久
保
田
二
郎
が
い
た
頃

西
岡
琢
也
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夕
死
な

む

朝
菖
蒲
湯
に

入
り

て

　
谷
活
東

たかやま・れおな　1968年、茨城県生まれ。俳人。
ちなみに「活東」という妙な俳号は「蝌蚪／カ
ト」つまりオタマジャヤクシのもじりらしい。カ
エル好きは、女出入りとは関係なく天性か！？

イラストレーション………丹下京子

十
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な
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も
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今
月
の

あ
と
が
き

魚住寧子

ゴンチチのFM番組で、ハンバートハンバート
の「ブラザー軒」。名唱。「シングルコレクショ
ン」収録の未発表曲。高田渡の名曲を切々と。
詩は菅原克己。さっそく図書館で『菅原克己全
詩集』と『通り過ぎた人々』（小沢信男・みすず書房・
2007）。菅原克己をはじめ新日本文学会の詩人、
作家と小沢信男の交流を名調子で。5月の週末、 

NHKでフランスの連続ドラマ「アストリッ
ドとラファエル」シーズン 2が始まり、毎
週日曜がたのしみです。オリジナリではまだ
紹介していませんが、ミステリ小説の図の依
頼をいただくことがあります。最近では4月
刊の島田荘司さん『ローズマリーのあまき香
り』（講談社）で時間トリックの図を作りまし
た。昨年は阿津川辰海さん「水槽城の殺人」
（『あなたへの挑戦状』斜線堂有紀さんとの共著・講談
社）で複雑な城の見取り図と隠された仕掛け
の図を。著者の手書きの図を元にして作図し
ていくのはたのしい作業です。（赤波江）

岡山で沢知恵さんのポートレートの撮影。

2030–1640年頃）や北欧の青銅器時代（紀元前1750–500年頃）の遺跡から木
製スツールが発見されています。
現代の椅子のなかでとりわけ美しさが際立つX脚スツールといえば、

デンマークのコーア・クリント（1888–1954）による「プロペラスツー
ル」（1930年）とそれをリデザインしたポール・ケアホルム（1929–1980）

の「メタル・プロペラ・スツール」（1961年）が挙げられます。コペン
ハーゲンのデザインミュージアムでその二脚が並んでいるのを見たと
き、滑らかな脚のつくりに感心しました。クリントは、すでに完成さ

–Leg（エックスレッグ）は、折りたたみ式の椅子やテーブ
ルでよく見かける構造です。古くは古代エジプト（紀元前X

れた過去の作品に問題点を見出し、それを解決しつつ、
良い点は残し、現代生活に沿うよう改良していくとい
うリデザインの考え方を提唱した教育者でもありまし
た。彼の思想は北欧モダニズムに直結しています。
写真の椅子は1927年にMarcel Breuer（マルセル・ブロ

イヤー／ハンガリー／1902–1981）がデザインしました。ス
チールパイプを用いた最初の椅子として知られる「ワ
シリーラウンジチェア」（1925年）に折りたたみ機能を
付加しています。X–Legという古代から受け継がれる
構造と当時の最新技術の融合によって、軽やかで機能
的な椅子が生まれました。今回のテーマのリデザイン、
そしてデザインミュージアムでの記憶が呼び起こされ
たのは、このブロイヤーの椅子を通じて、バウハウス
と北欧モダニズムの相違に改めて目が向いたからです。

旭川、半田山、長島愛生園で。神奈川
大学評論」102号に沢さんと岡田暁生
の対談。彼女が音楽に取り組む姿勢の
真髄に触れられた。（日下）

座
面
前
の
高
さ 

44
c
m

　

横
幅 

78
c
m
　
全
長 

71
c
m  

ド
イ
ツ
　
T
E
C
T
A
社
製

うおずみ・やすこ
1977年、兵庫県姫路市生まれ。Umwelt  Textiles 
& Objects店主。学生時代にテキスタイルを学ぶ
ため、デンマークへ留学。帰国後、古美術店に勤
めたのち2012年、京都・夷川通にUmweltを開く。

ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通
御幸町西入達磨町588-1

タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）
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